
　１月 26 日（日）、令和７年坂城町消防団の出初式が盛大に挙行され、逆木通りでは中嶋団長以下、消防団員・
幼年消防クラブが明るい陽ざしの下で街頭行進を行い、親子連れや子どもたちなどが沿道から威風堂々とした
行進に見入っていました。その後、町体育館に会場を移して式典を行い、消防団活動に功績のあった多くの方々
が表彰されました。
　表彰された方は下記のとおりです。（敬称略。（　）内は所属分団。なお、「ラ」はラッパ分団。）
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　町では、町民の皆さんが生活習慣病を予防して健康で元気に過ごせるよう、年に１回の健（検）診を推
奨しています。このため、毎年、町に住民登録している19歳以上の方全員に、「健康診査・がん検診等申
込書」を配布し、保健補導員の方を通じてなど、提出をお願いしていますが、令和７年度分から紙での申込
みのほかに電子申請もできるようになりました。

STEPSTEP
右記ＱＲコードから、または町ホームページから申込みフォーム（「ながの
電子申請サービス」）を開く。

STEPSTEP
お手元に届いた「健康診査・がん検診等申込書」を見ながら入力する。

STEPSTEP
該当項目の入力が終了したら「登録する」をクリックすると申込みは完了。

▪年齢・性別・加入保険により申込みができない場合があります。その場合は紙の申
　込書の項目に「＊＊＊＊＊」と表示されていますので、ご自身の受けられる健（検）
　診を確認しながら申込んでください。
▪入力は、1人ずつになります。ご家族分を同時に申込むことはできません。

各健（検）診等のご案内は、健（検）診日程の近くにご自宅に郵送します。なお、健（検）診の変更・キャンセル・
追加は随時受付していますので、保健センターへご連絡ください。

坂城町　特定健診 検 索

広報さかき広報さかき　　2025年3月号2025年3月号 22


